
バ ル カ ン(特 に ル ー マ ニ ア,ブ ル ガ ニ ア)の

Gerontology

木 崎 国 嘉

鉄片 が 巨大 な磁石 に牽 きつ け られ るよ うに,私 がバル カ ンに牽かれ るの は,シ ル クロー

ドの西 側の起点 と して の イス タ ンブールへ の道で あ る こと,こ こに科学 的な長寿 医学 が は

じめて打 ち樹て られ た こと,そ して今 もなお中世紀 の ヨー ロ ッパ を残 してい る ことな どが

原 因で あ る。

今 回 未踏のル ー マニ アとブル ガ リアへの調査 旅行 に行 ったの も,他 の東 欧諸 国 は未完 成

なが らも何 回か訪 れた ことが あ り,バ ル カ ン半 島の うちで この両 国だ けが未だ調査 して い

なか った こと,特 にル ー マニア は今世界 で ブー ムを起 こ して いるアナ ・アス ラ ンの長寿 と

若返 り法 の ジ ェロビタールH3や ペル ・アマール によ る泥療 法で有 名で あ り,そ の責 任者

た ちに会談 す るデー トが とれた ためで あ り,ブ ル ガ リアは乳 酸菌飲料 の ヨー グル トが実 際

どの よ うに利用 されて い るか,製 法 な どを現地 で調べ た いためで あ った 。

アナ ・アス ラ ン博士 は1897年1月1日 生 れ。 この人 を 日本で は じめて紹 介 した の は今 か

ら20数 年前,私 の 「ソヴエ トの 医学 」 の中の"ル ー マニ アの若 返 り法"の 項 だ った。

その こ とを知 って い たアス ラ ンは,わ ざわ ざ旅行 先 か ら私 に会 うため にブ カ レス トの老

人 医学 研究所 まで帰 って,対 談す ることが で きた。82歳 とは思 え ないお しゃれの姿で 快 く

迎え て くれ,長 時 間 の対談 とな った。

ル ー マニアの カ ・イ ・ポルホ ン教 授 は多 年 に互 って老 人 医学 を研究 し,老 衰 は生理 的状

態で な く病理 的状態,も っ と的確 に言 うと,組 織 器官 の栄養失調 状態 で あ ると断定 して い

る。彼 の意見 によ るとここで主要 な役 割 を演 じるの は内分 泌腺 で あって,老 衰 の予防 と治

療 には松 果体,甲 状腺,副 腎の いず れか の内分 泌腺 の治療 が必 要で あ る。 この見 地 に立 っ

て ブカ レス トの カ ・イ ・パル ホ ン記 念 内分 泌研 究所,同 老 衰治療研 究所 で は,年 齢 の生 物

学 的研究 や老衰 予防 治療の研 究 を行 った結 果,最 も効果 を示 したの がプ ロカイ ン療法 で あ

る。

この療法 はソ連で もア ・べ ・ヴ ィ シニ ヨフス キイ らによ って研 究 されて い るが,ル ー マ

ニ アの方 法 と大体 同 じであ る。

研究所 の現所長 が アナ ・アス ラ ンで,世 界的 な老人 医学研究 の権威 と して知 られて い る。

アス ラ ンが この療 法 を初 めて入 間 に応用 したの は1951年 の ことで あ った が,1957年 イ タ
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ア ナ ・ア ス ラ ン教 授

リアで 開催 され た第 四回国 際 老人"}ζ:会議で 発表 を行 った 。

治療 に先立 って 患者 の プ ロカイ ンに文」す る反応 を 凋べ,こ の 川死り〒で ビタ ミンH3どlfば
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れ る2°'oプ ロカィ ン溶 液の注射を一定 の術式 で行 い,休 止期 をおいて クールを繰 り返す 簡

単 な方法で あ る。詳細 はカ ・イ ・パル ホ ン記念老衰治療研究所 の 「老衰 の予防 と治療 にお

け る若返 りと,組 織 器官の謝代お よび栄 養作 用因子 と し て の ノ ヴォカ イ ン(註 プ ロカイ

ン)」 として1954年 に報 告され,1955年8月,ル ー マニア人民:1.1::和国 アカデ ミー 出版所 か

ら発表 されて い る。

アス ラ ンはこのH3を 改 良 して ジェロビタールH3(シ ェロ=老 人,ビ タ=生 命)を 発明

し,更 にグル タ ミン酸な どを加 えて,GH3に 改良 を加 え アス タビタール と して1961年 か ら

10年 間 の1・iir床実験 を経過 し,1971年 に生 産 に踏み切 った。

ジェロビタールH3そ の ものの開発 は1946年,プ ロカイ ン溶液 のpH値 実験 と して 開始 さ

れ た。 これは 自律 神経 系統 に対す るプ ロカ イの効果,作 用 の研究 であ り,具 体 的 には関節

炎,関 節疾 患 に効果があ ると見 られた。更 に リウマチ,末 端栄 養疾患等,種 々の研 究,実

験 の後,関 節炎 に関 して は治療,予 防療法 によって85°oの 初期症状阻1ヒとい う効果を もた

らせた。1951年 には本格 的なtlll・、床実験 を開始,1957年 にはGH3と して確立 したので あ る。

ジェロビタールH3,ア ス ラビ タールは今 日,老 化 した組織 におけ る全 般 的な栄 養効果,

老化 の予防 と治療 に顕著 な効果 があ る療法 と して,ア メ リカを は じめ各 国の多 くの臨床 的,

心理 的,生 化学1`1')験 結果 か らも明 らか にされて い る。 もっとも何 れの療 法 にも反論が あ

るの は当然で,イ ギ リスや ア メ リカの一 部で はこの療法 の効果 はかな り批判 的な もの もあ

る。

実際 この治療 を受 けた人 々の意見 を聞 いてみ る と,ジ ェロビタールH3や アス ロビター

ル によ って,心 身を よ り多 く働 き盛 りの ままに保 ち,生 きることの 蒔び,働 くことへの意

欲を充 める。 これ はプ ラセボ効果 も勿 論あ るだ ろうが,ア ス ランによ ると,細 胞の生化 学

的活性を刺激 し,神 経 系の機能を たかめ,そ の働 きとバ ランをよ りよ く維持 し,老 化 に伴

う種 々の弊害 を予防 し,再 生要素 の発生 を促す ことにあ る。 とい う。

義 雛'㌦ボ 響 麟'-Z傑 蝋 獺 『 灘 .諸 羅鰍鵜

継
野嬉 灘撫
,z・ で

ルーマニア国立長寿医学研究所
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とにか くジ ェロビター ルH3は 現在,イ ギ リス,東 西両 ドイ ツ,ス イス,フ ラ ンス,ソ

連,ア ル ゼ ンチ ンな どの世界諸 国が認可 を うけて い る。

今 まで ジェ ロビタールH3の 治療 を受 けた とされて い る人 々のな か には,ド ゴール,毛

沢東,フ ル シチ ョフ,ア イゼ ンハ ウアー,ア デナ ウアー,ホ ー チ ミンな どもと元首 。 さ ら

にサ マセ ッ ト・モームや ピカ ソ,チ ャプ リン等,い ずれ も最後 まで要職 にあ り,活 躍 しつ

づ けた人 たちであ る。

また フ ォー ド,キ ッシンジ ャー,カ ー ク ・ダグ ラス,現 在77歳 で,い つ まで も衰 えぬ美

しい容貌 と姿態を誇 りつづ けて い るマ レーネ ・デ ィー トリッヒも治療 を受 けて い るので あ

る。

口本か らも2週 間 の ツ ァーで グループ治療 を受 けに来 る人がふ え,1年 分 の ジェロビ タ

ールを も らって毎年1回 ブカ レス トに来 る人が次第 に増加 して いる。

アナ ・アス ランはたいへ んなお しゃれ,職 業 的 にも,専 門医 と して もこうで なければ な

らな いの だ ろう。

応 接室兼書 斎 に招 じ入れ られて,質 問 に応 じて も らった。

`'先生 はお若 く見 え ます
,な どのお世辞 をつ か って も,誰 もが そ うい うで しょ うか ら月

並み にな って しまいます ね 。随分本 が並 んで います が専 門書以外で は どんな本 をお読み に

な ります か"

"私 の ことを最 初 に日本 に ト1本に紹 介 して下 さ
ったのが先生 だ とい うことを聞 いて いま

した。

有難 う。お会 いで きて,わ ざわ ざ帰 国 した 甲斐 があ りま した。

専 門書以外で 興味の あ る本 は シモー ヌ ・ド・ヴ ォヴ ォアールの 「老 い」で,よ く書 けて

います 。作家の 目か ら見 た老 化 とい う点 でね 。

"私 もあの本 は全 般 的 によ く書 けて いると思 いますが
,あ くまで も作 家 は専 門家 で はあ

りませ んか ら,全 面 的 に肯 定す るわけ には行 きませ んね 。"

"そ うです
。少 し悲観 的な見方 で老 化を と らえて います 。老 化 は心労 や病気 か らくるだ

け とは限 りませ んもの ね。"

"近 時 は若返 りとい う言 葉 は
,従 来の よ うに単 に若 さを保持 す る,Stayyoungか ら,

生 体時 計 な どの研 究か ら積 極的 に若 さの方 へcomebackす る可能性す ら夢で はな くな っ

一た よ うです か。 この点 先生 の御見解 は?"

"今 の と ころ
,も ちろん若返 る とい うの はお話 の上だ けです 。人間 は若返 りはで きませ

ん。た だ老 化 はある意味 で は防 げます 。 それ は老化 は身 体の各器官 に同程度 にあ るわ けで

はな く,器 官 によって各 々老化度 が違 うか らです 。入 によ って は循環 器系か ら,ま た他の

入 は皮膚,呼 吸器系 と多 様です 。確 か に各器官 の作用 は経 年 と ともに低下 します が,例 え

ば耐久 力,筋 肉,記 憶 な どは良 くす ることが で きます 。 とい うこと はあ る程度 は老 化 は回
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復で きるとい うことにな ります 。

そ うい うわ けで今,ま ず老化 を止 め るか,遅 らせ るとい うこ とを研究 して います 。結局

年齢 的な老化 は別 と して,生 理 的な若返 り,能 力低下 の保持,知 識力,筋 肉の保持 はで き

るわ けです 。老 化の現象 は変え られ ます 。 また,労 働力,知 識力,身 体 障害改善,復 帰力

向上 な どはで きます 。 そのほか重要 なの は憂 うつ性 の解 消,睡 眠改善,や る気 を出す な ど

生 理的な効果 があ ります 。"

"老 化 防止 につ いてのお考 えは?"

"過 労
,神 経の使 い過 ぎ,過 食(特 に脂肪分)(註 。 日本 で は当て はま らな い。食餌 に

しめ る脂 肪分が ま るで違 うか ら。),運 動不足 は老化 を早 め ます 。結局,45歳 は生 理的治療

を色 々な型で始 め る時です 。

ジェロ ビタール は動脈硬 化,各 種 リウマチ,皮 膚 病 に効 きます。"

"と い うことはだれで もジ
ェロ ビタール は使 え るのです か。副作用 は無 いのです か?"

"ジ
ェ ロビタール は必 要な方 はだれで も使 って戴 けます 。ただ1つ の副作用 はア レル ギ

ーです 。"

"私 は西 ドイ ツで も
,ア ナ ・アス ランの ジェ ロビタール,ア ス ロ ビタールが販売 されて

い るの を見,写 真 に撮 って きま したので,後 でお送 りしますが,ア ス ロビタール とジェロ

ビター ルH3と はどの よ うな差 が あ るのですか?"

"ア ス ラビタール はジェロ ビタールを基礎 にカ リウム塩 を加 えて 直接果 を強化 し,神 経

細 胞の栄 養摂取 を改 善 します 。神経 細胞 は ご存知の よ うに再生 しませ んか ら,よ りよ く保

存 しなければ な りませ ん。 その結 果 これ によ り神経 の新 陳代謝 を助 けます 。"

通訳 を兼ねて立合 って くれた 田畑 リカル嬢(ア ス ラ ンの 門下生 で,ブ カ レス ト大 学医学

部学生)に 聞 くとアス ラ ビタール は ジェロビタールH3に グル タ ミン酸を加 えて改 良 した

もの とい う。

"と きにア ラロン先 生 はご 自身 ジ
ェロ ビタールH3や アス ロビタールをお使 い にな ります

か?"

"私 はこの薬 を開発 した者の モ ラル と して義務 的 に使 い は じめて約20年 た ちます
。

今 か ら数年前,交 通事故 で,3カ 所大 ケ ガを しま して,外 科手術 が必 要だ といわれ ま し

た。 ラテ ン語 の ことわ ざのMEDICE,CURATEIPSUM(医 師よ,ま ず 自分 を治療せ

よ)を 想 い出 しま して アス ラビ タールを使 いま した ところ,私 の年で わずか約3カ 月 で実

生 活 に復帰で きました。先 生 も折角 おいで にな った機会 に治療を受 け られて は。"

"有 難 うございます が
,私 の 息子 も医師で,私 の主治 医で もあ りますので,そ れ に従 わ

なければ な りませ ん。今以 上若返 って は しか られ ますので,次 の機会 にで も。

時 に先生,多 くの報 道で ジ ェロビター ルH3の 治療 を著名人が受 けた とい うことですが,

と くに今 で もサルバ ドー ル ・ダ リ,フ ォー ド,キ ッシンジ ャー,マ ル レーネ ・デ ィー トリ
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ヒ,カ ー ク ・ダ グラスな どの名 が挙 げ られ て います が?"

"多 くの著名人 がみえ ま して
,な か に は使用 を発表 しな い人 もい ます 。デ ィー トリッヒ

や カー ク ・ダ グ ラスな どの名 は記 憶 して い ます 。"

``ア ・カー ク?(ロ シア語 で ,そ うして,ど うで したかの意 味 とカー ク ・ダグ ラス とを

か けたの私 のダ ジ ャレ)"

"ほ ほほ
,ど うで した かね。 そ うそ う口本 で松下 幸 之助 さん にもお会 い しま した わ。

まあ,い ろいろの著 名人 があ りますが,そ の中 にノーベ ル賞作 家 アス トリアス氏が あ り,

彼 は 「アス ラ ン女史 の薬 は私 の 人生 に生 きる菩 び と創作 を 与え て くれ た」 と書 きま した。

私 も先生 に署名 を差 上 げますが,お 帰 りの時 々この署名 帳 に何 か書 いてお いて下 さい。"

私 の 酢き残 した言 葉 は ラテ ン詔 に した。

GAUDERNUSIGITUR,JUVENOSDUMSUMUS,POSTJUCUNDAM

JUVENTUTEN,POSTMORESTAMSENECTUTEN,NOSHAVEBIT

HUMUS.

(若い限 りは愉快に過そ う

若々しい青春の後には

最後の老年の後 には

我 々はどうせ土 に帰 るのだ)

ル ーマニ アに は独特 の泥療法 のペ ル ・アマールが あ り,広 く医療 や,美 容 の 日的で使 わ

れ て い る。現地で は一 般 の薬店 にも市販 され,数 百 円程度 の が,日 本 で は数万 円 もす ると

い う。

ア ナ ・アス ランの若返 り,長 生 きの 目的 の ク リニ ックで も使 用 されてお り,国 中 に広 く

分 布 したヘ ルス ・セ ンター,自 然療 養所 で も一 般 に治療 の 口的で使 川 され て いる。

ペ ル ・ア マ ール に よ る泥 療 法
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そ もそ も泥療 法の は じま りは水牛 な どで も泥 に浴 して皮膚 の上 にコーテ ィ ング して,蚊

や砂蠣 に刺 され ることを 防いで い るの を 目撃 した原始人類 が これを真 似て,皮 膚 炎症 の消

炎療 法,日 焼 け止 めの効果 を見 つ けた こ とに因 して いるに ちが いな い。

有名 なの は ク レオパ トラが永 遠 の美 を保つ た め,ナ イル の生 命 の緑 にあ やか ろ うと泥療

法 を行 うことによ るのだ ろ う。

ルー マニ アの泥 療法 と ソ連の それの違 いを述 べ る前 に廻 り道 を して ,ソ 連 の フィ ラー ト

フの生物原 刺激素 に触 れな けれ ばな らない。

1956年,81歳 で 死 んだ ソ連の碩 学,科 学 アカデ ミィ会 員の ウラジー ミル ・ペ トp一 ヴィ

ッチ ・フ ィラー トフは眼科 医で あ った 。失 明者 の中 には角膜 酒濁 の ものが多 いが,こ れ に

対 して透 明な角膜 を移植す るこ とを最初 に行 ったの は ドイ ツの ライ ジンゲルで,生 きた眼

か ら,取 り立 ての新 しいのが よい と考え られて いた。

しか し優 れた技術 を も って して も,移 植 には成 功す るのだが,失 明 か ら救わ れ るの はむ

しろ例 外で,大 部分 はす ぐに再び 洒濁 した。

な お最 大 の困難 は,必 要 的 になかなか人 間の 角膜 が手 に入 らない ことで あ った。

フ ランス のマ ジーが,新 しい角膜 の手持 ちがなか った ため,や むを得ず,8日 前 か ら冷

蔵 庫 に入 れて あ った 角膜 を移植 した ところ,最 初少 し酒 濁 したが数 日で消 えて透 明 にな り

結 構新 しい角膜 に代用 で きた と発表 した。

この論 文 は多 くの人 に読 まれ たが,た だ偶 然の 出来事 と して看過 された 。

しか し、フィ ラー トフ は,誰 しもが先入 感 と して信 じて い る,角 膜 が新 しい ほど良 い とい

うの は間 違 いで はな いだ ろ うか,数 日間 適当 な条 件で 冷蔵 した もので な けれ ばな らな いの

で あ るまいか と考 えた 。早 速 その通 りや ってみ ると,結 果 は全 く うまい具合 だ った。角膜

は透 明 さを保 ったの は もちろん,移 植部 に隣接 した角膜酒 濁部 までが透 明 にな った 。

死 体か ら取 り出 され た角膜 には生 きて い る人間 には無 か ったか,或 はほとん ど無 か った

もの で何 か酒 濁 を透 明化 させ るよ うな一種 の物質 が生 じて いる。佃体 の死 は,た だ ち にそ

の瞬 間か らの,全 身組 織全休 の死 を意味 しな い。切 り取 られ,冷 蔵 された組織 はまだ死 ん

で い るので な く,``ど っこい生 きて い る。"

しか も呼 吸 も循環 も絶え,組 織栄 養 も充分補 給 されず,他 か ら,特 に中枢か らの協力 も,

支配 も,調 節 もな い状 態で,生 きるた めの,非 常 に苦 しい努力を続 け る。その時 にお そ ら

く,生 命 力 を充 進 させ るよ うな,組 織の生 活過程 を促進 させ,非 常事 態 に対 応 して,組 織

の生命 を促す よ うな特殊 物質が造 られ るにちが いな い。

フィ ラー トフは,こ う考えて,そ の予想 され る物質 を,生 物 に起 原 した刺 激す るもの と

い う意味 で,ビ オゲ ン ・ス チム リャー トル(生 物原刺 激素)と 命名 した 。

実験 の結果 は凍 らない程度 に冷蔵 して,数 昼 夜で充 分の量 に達 し,移 植 された 角膜 の周

囲の洒 濁が透 明 にな るばか りでな く,他 側 の眼の 角膜 も透 明化す ることがわか った。
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この事 実 は,生 物 原刺激素 が体 液 に混 って身休 の他 の部 分 に行 き,全 身 の組織 細胞 を元

気 づけ,生 体の抵抗 力,」 生 力を鼓 舞す るよ うに,個 体全 体 に作 用す ることを意味す る。

この考 えが発 展 して,現 在盛 ん に行 われ る組 織療法 の基礎 とな った。

フィラー トフ は更 に考 えを推 し進 め,角 膜 に限 らず,す べ ての,生 体か ら切 り離 された,

生 きて い る組織,す な わち動物 の場 合 に は,皮 膚,膜,筋,骨,神 経,胎 盤,肝 臓,血 液,

髄 液 な ど,ま た は動物 その もの を2～4度 の寒 冷 に さ らす とか,高 温,紫 外線,X線,外

傷,過 労,ア ・ツエ ・エス(ボ ゴモ レッツの網 内皮細 胞一r.-w:素血清)注 射 な どの悪条件 にさ

らす こ と,植 物 の場 合 には,ア ロエ葉,綿 実,竜 舌 蘭葉,紫 ウマ ゴヤ シ,甜 菜葉 更 に は

細 菌類 まで,葉 緑 素 を もつ もの は暗所 に保・存 した り,寒 冷,高 温度 な どの悪 条件下 にお き,

生 存上 に は不利で,し か も死滅 にまで は至 らな い状態 に してお くと,生 物 化学 的変化 を起

して生物 原刺激 素がで き,そ れ によ って生体 の生命現 象が 活発 にな り,代 謝が充 進 し,生

体の抵抗 力 を充 進 させ ることを実証 した 。

現在 まで に判 明 して い る生物 原刺激 素の化学rl勺性質 は

耐 熱性 で,密 閉 された高圧 器中,120°Cに1時 問 熱 して も活動 力を失わ な い。のみ な ら

ず却 って増強す る。

水溶 性で一 部分水蒸 気蒸溜 がで きる。

蛋 白質,す なわ ち酵 素や ホル モ ンで もな く,ト リプ シン(膵 臓 か ら分 泌 され る蛋 自分解

酵 素)に よ って破 壊 され ない。

植物 の種子 の発芽 や成長 を促進(そ のた め農産 物の収穫 が増加 す る)し,生 物 の抵抗 力

を増大 す る。

創傷 治療 を促進 し,組 織呼 吸を強 化す る。 ・

組織 的お よびそ の生 物の種 に関す る特異性 を持 たず,す なわ ち,た とえば 植物 性 の生 物

原刺 激素 を動物 に用 いて も効 く。

また どの組織 にで きた生 物原刺 激素で も,他 の異 った組織 に も効 く。

つ ま り種 属非特異 的,器 管(組 織)非 特異 的で あ る。

ソ連の泥 療法 の理 論 は この考 えが発 展 して基礎 にな って い る。

微 生物 が死滅す る際 に生 物原刺 激素 を多 量 に生 じた と思 われ るよ うな,有 機物 を 含む泥

を利 用 して の泥療 法 なので あ る。

た とえば寒 い土 地 を流 れ,急 に温 い黒 海 にそ そ ぐ ドニ エプル河の デル タ地 帯 にあ るオデ

ッサ附近 の泥,オ ビ,エ ニ セイ,レ ナ河 が北極洋 に注 いで急 に寒冷 され る河 口附近 の泥 な

どには,温 度 の急変 によ って プ ラ ンク トンが死 滅 し,何 万年 の間 に生 物原刺 激素が多 量 に

蓄 積 され て いる。そ うした特殊 な泥 を用 いて泥 療法 を行 うわけで,勿 論生物 原刺激素 療法

の一一環 であ る。

生物 原刺激素 は抗生 物質 のよ うに単 に病 原 とな るもの だけを攻 撃す るので な く,全 身す
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べて の細胞,す べての防衛 組織 に作 用 し,生 活機能を充進す るなどで あ る。

で は ソ連の泥療法 と,ル ー マニアの泥 療法 との差 異 は どうなの だろ う?

ル ーマニ アで はVii:」一.7から泥 によ る治療が 薬 と して用 い られ,そ の泥か らとれた薬 の1つ に

ペル ・アマールpell・amarが あ る。 これが ジェ ロビター ルH3や アス ラビタール と各 療

養所で併用 されて い る。

その実際 をC・ ス トイ セス ク博士 に会 って対談 した。 ス トイセス ク博士 はルー マニ ア泥

療 法の最高権 威で,自 分 の著書 に署名 して呉 れた。

博士 によ ると特定 の泥 に超音 波を あて て滅 菌,安 定 させて取 り出 した1ミ リグラムのベ

ル ・アマール には同量 のモ ル ヒネ と同様 の効 果が,し か も麻酔作用 な しに,あ って,痙 攣,

血 管拡大,収 縮 に用 い られ る。 そ して リウマチ,関 節炎,皮 膚病,い わゆ る婦人 病,末 梢

神経 障害,代 謝 障害 に効 く。

ペル ・アマール は注射 液,軟 膏,乳 液,点 眼薬,呼 吸器用 ア トマイザー,涜 腸 剤 と して

医療 に用 い られ,美 容用 に は毛髪 トニ ック,乳 液,ナ イ トク リーム,日 焼 け どめ ク リーム

や トニ ック,皮 膚 炎防 止剤,シ ャンプー,石 鹸と して用 い られ,代 謝 をよ くして,皮 膚 を

若返 らせ る。 また毛髪 の皮脂 を調整 して フケや脱 毛症 に効 果が あ る。薬 品 と して は医 師の

指示 を必 要 とす るとい う。

田端 リカル嬢 の通 訳 と ドイ ツ語,ロ シア語 を交 えて対 談す る。

"ル ー マニアの泥 療法 の基礎 はや は りフィラー トフの生物原刺 激素 によ るものです か?"

"ル ーマ ニアの泥療 法 は歴史 が古 く,フ ィラー トフ学説の前 か らあ りま したが,基 礎 は

お説 の通 り生物原刺激 素(ビ オゲ ン ・スチム リャー トル)と 考 えて いた だいて いいで しょ

う。"

"ソ 連 の泥 療法 は主 と して河 口付近 のデル タ地 帯の もの を用 い
,プ ラ ンク トンのつ くり

出 した ビオゲ ン ・スチム リャー トルの効果 を期待 して い ますが,ル ー マニアちが うのです

ね?"

"い い御指 摘です
。 ルー マニアはプ ラ ンク トンよ りむ しろ土壌菌 のつ く り出す ビオゲ ン

・スチム リャー トリの効果 を期待 してい ます 。 これ は嫌気性 菌 なので,水 や空気 の充 分 な

ところの泥 はあま り使 わな いのです。"

"ロ シア入で後 にア メ リカ に帰化 した ワー クスマ ンが土壌 菌の ス トレプ トマイセス ・グ

リセウスか ら抗1f=物 質 ス トレプ トマイ シ ンを抽 出 し,ロ シア人 はス トレプ トミチ ンはフィ

トンツイ ト(植 物殺 菌物 質)で 発見 者 は ロシア人 だと威 張 って います が,あ なた はいわゆ

るス トレプ トマイ シンの よ うな抗生 物質 も ビオゲ ン ・スチ ム リャー トル とお考 えです か。"

"そ ういわれれ ばそ うです ね
。それ にペル ・アマール にはその土 地特有 な金 属塩 を含 ん

で い ます 。た とえ ば皮膚 疾患の い くつか は硫 黄分の多 い泥 が いい とい った具合 です。治療

に用 い る泥 は国 内のむ しろ山地 に多 くあ り,病 気 によって は,あ るい は期待す る薬効 によ
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って泥 の産地が ちが うのです 。"

"じ
ゃあ,ビ オゲ ン ・スチム リャー トルは本 来,種 属非特異性,紅 織非特y帥ilで あ るの

とだいぶ ちが うのです ね。"

"お
っしゃる とお りです 。ペル ・アマール はビオ ゲ ン ・ス チム リャー トル としての作川

のほか に種属特 異性,組 織特 異性の1ノく子 を も重視 してい ます 。"

"よ くわか りま した
。 ときにお部屋 の中 にず い分東 洋医学 の脈糸各の図 な どがあ ります が,

東洋 医学 に関心・をお持 ちです か?"

"そ うな んです
。治療 に役立 てた いと勉強 して います 。パ リや キ ュウにも関心 を もって

います 。"

"誠 に結構です
,医 学 は全 人類の共通貝脳'こです ものね。入間 の健康,福 祉 に役 立つ もの

な ら,国 境,民 族,信 条 の違 い とは別 に大 い に討論 を して,利 川 して行 きた い ものです ね。

お忙 が しいの に長時 闇イ∫難 うございま した。"

"お 会 いで きて 私 は大変 うれ し く存 じま した
。 これ か らも協力 して勉強 しま しょ う。"

近 ごろは田1界を挙げての ドラキ ュラ ・ブームで あ る。冷酷 な,ハ ンサ ムな,貴 公子 ドラ

キ ュラが・夕方 に一天 にわ かにか き くも り,は げ しいス コー ルと雷 鳴が とどろ き,稲 光が

雲 をつ ん ざ く時,無 気味な コウモ リが翔 んで 来 るの を先 ぶれ に,吸l!1L鬼 にヘ ンシンす る 。

ドラキ ュラに とって恐 しいの は陽光 と,十 字架 とニ ンニク,何 百{トもの年 齢で不 老不死 ,

殺す の は棺桶の中 で眠 って い る時 に心臓 にJLを 打 ち込 む以外 にない。 この ドラキ ュラは主

と して 若 い美 女の頚 に咬みつ き,咬 まれ た美 女も ドラキ ュラにな る。 とい うのがだ いたい

の筋 呂:きであ る。

プ ラム ・ス トーカーの小 説 によ って作 り出 され た ドラキ ュラ伯爵 が原 典で あ るが東 ヨー

ロ ッパが その本拠 であ る。

これ に はモデ ルがあ った 。

伝説 ヒの ドラキ ュ ラと,そ の イ ンス ピレー ションの もととな った実 在の ヴラ ッ ド ・ツェ

ペ シュ公(1456-1476年 に3回 に互 って 治HDに は同様の性格が見 出 され る
。

ヴラ ッ ド公 はブカ レス トの北西50キ ロの スナ ゴフで0)戦 に倒れ た とされ,そ の墓 はスナ

ゴフ川 囲の村 人た ちの伝説で は,ス ナ ゴフ教会 の入 目にあ るのが そ うだ とい う。何 故 こん

な所 にあ るか とい うと,神 父が人 々が公の死 体の ヒを通れ ば この世 の罪を聖 め られ ると し

た とか・ また はこの不運 の 墓不 は祭 壇の前 に移 され,聖 詐が読 まれ るのを聞 けるよ うにし

た とか い うので あ る。

プ ラム ・ス トー カー の小 説 によって 作 り出 され た ドラキ ュラTI`liii'の名前 はヴラ ッ ド公 が

ル クセ ンブル クの シジスム ン ド王か ら"ド ラゴン(竜)"の 称号 をr-J一え られ たの に由来 して

い る。
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シ ョフ,南 西に プラ ン城 が ある。 この城 はブ ラ ッ ド公 の いた城 で,ブ ラ シ ョフは中世 の商

業 と生産 の街 だ ったが,ヴ ラ ッ ド公 によ って衰 亡 させ られ た。 ワ ラキ ア公 位希望 だ った ヴ

ラ ッ ド公 の命 令を あま りきかなか った ここの商人 た ちはブ ラ ショフの トゥンバ の丘で 串刺

しに され並 べ られ,ま た聖 バル トロ メン教会 は焼 かれ た とい う。

アス ラ ン療養所 は勿論 ル ーマニ アで も盛ん に用 い られて い るものに ヨーグル ト飲 用が あ

る。そ の意 味 は?

ロ シア人 で後 にフ ランス に帰 化 した,パ ス トゥール研究所 の イ1)ア ・イ リイ ッチ(フ ラ

ンス名 はエ リー)メ チニ コフ は近代 ジェ ン トロジー(老 年学)の 基礎 を築 いた人 で あ るが,

1903年 不朽 の名著 「人間性 の研究 」で

"老 衰 は決 して 自然 に起 るので はな く
,一 種 の病 気で あ る。"

と断定 した 。そ して 「人間 の 自然性 に関す るエ チュー ド」,お よび 「オ プ ティ ミズム(楽

天 主 義)の エチュー ド」 とい う2論 文 を1903年 に発 表 し,老 衰 と腸 内の細菌 との問 に関係

が あ ると主張 した。

その論拠 は"老 人 の毛髪 は発育す るけれ ど,そ れが 自 くな るの は老衰 の象徴 であ って,

毛 髪の色素 が食細 胞(フ ァー ゴチー テ ン)の 内の喰食素 細胞(ピ グマ トフ ァー ジュ)の た

め食われ るた めであ る。 これ は また一般 に体 内の総て の衰弱 した細 胞を摂食す る大 喰細胞

(マ ク ロフ ァー ジュ)の た めで あ る。

このよ うに毛髪が 白 くな る。皮膚 にシワがで き る,筋 肉が弱 くな る,骨 が モ ロくなる,

その他 内臓器 官が衰 え るの も結 局 は抵抗力 の な くな った細 胞が強 力な マ クロフ ァー ジュの

餌食 とな り,ど ん どん破壊 され て行 く。

こう したマ ク ロファー ジュ をはび こ らせ るの は腸 内の細 菌 か ら出 る毒i}素が 吸収 され る紬

胞 の働 きを妨 げ るか らで あ る。 とい う。

そ して メチニ コフは鳥 類が比 較的長 寿を保 つ こと に着 目 し,そ の理 山 と して/'/J19'f=剖学上鳥

類 は哺乳類 に比 べて腸 管,殊 に大腸 が著 しく短 かいか らで あ ると考 えた 。 この考 えか らイ

ギ リスの学者 は長生 きと若返 りの 日的で大 腸を切除 して,断 腸 の思 いを させ たが,メ チニ

ュ フは何 か腸 内の腐 欺菌 をlil[り王す る方 法 はな いだ ろ うか と探索 した。 その結果 得 られ た も

のが ヨーグル トで あ った。

要す るにサワー ミル クで,ロ シアで は,自 然 牛乳 を乳 酸醗酵 させ た もの を プ ロス トクワ

ー シャ,煮 沸 した ものを乳 酸醗 酵 させ た ものを ヴァ レネ ッツと呼ぶ 。

20世 紀 の初 頃 はブル ガ リア に長寿者 が多 く(註,今 の よ うに肥満体 の人 が多 いと,到 底

平均寿命 が長 い とは考 え られな いので あ るが),人 々は ヨーグル トとい うサ ワー ミル ク,

つ ま り乳 酸菌 を含 んだ牛乳 を常用 して い る。

この乳 酸菌が 腸管 内の腐敗,醗 酵 をお こす細 菌 の発育 を釦瑞l!するもので あ ると考 え,ヨ
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一 グル トの飲用 を推奨 した 。

メチ ニ コフは 自身 も53歳 でや っと ヨー グル トを常用す るよ うにな ったが71歳 で死 亡 した。

死休 解剖 の結 果見 出 され た心臓 障害 はず い分 古い ものだ った。 メチニ コフ 臼身 は少 くと

も1881年 に回 帰熱を わず らった か ら心 臓が悪 いのだ と考 えて いた。

医師 た ちはこ んな に心臓 が悪 くて,よ くも長 く生 き られ,晩 年 まで学究 生 活がで きた も

のだ と不思 議 に思 い,ヨ ーグル トのせ いだ ろ うと考 えた とい う。

乳 酸菌 を発見 した彼 の師ル イ ・パス トァール は72歳 で死 に,ロ ベル ト・コ ッホは67歳 に

達 しなか った。他 の細菌学 者た ち,シ ャンペ ラ ン,エ ール リッヒ,ブ フネル,レ ックラー

な どはず っ と若 い年齢 で死 に,死 ぬだ いぶ以前 か ら研究 に従 うことがで きなか った。

エ ジプ ト人 は水牛,牛,山 羊の 乳か らサ ワー ミル クを作 り,ア フ リカ人,イ ン ド人 も同

様の ものを作 る。蒙 古で も牛 やLli羊 の乳 か らサワー ミル クをつ くり,ア イラ ックや ホ ロー

トと称す る ヨー グル ト様 の ものを常用 して い る。 また馬乳 を乳 酸菌醗酵 させ た ク ミス とい

うガス を含 んだ馬 働酒 も広 くシル ク ロー ドのオ ア シスルー ト,ス テ ップル ー トで 飲まれて

い る。

メチ ニコ フの理 論 は広 い観察 と実験 に裏付 け られ,当 時 と して は的確 な実 際的方法 を推

奨 した もので,古 来 のいわ ゆ る不老 長生薬 には緩下 剤を含 んで い るものが多 い点 か らも,

便 秘 を防 ぎ,自 家中毒 を予防 す る意 味か らも ヨーグル トを飲用す ること は妥 当で あ る と思

われ る。

た だ動物 が全部 人腸 を持つ わけで もな く,そ の原 則を適 用す る範 囲を 哺乳類 に限定 して

み て も当て はま らな いものが多 く,腸 内の腐敗産 物が ことごと く休 内 に吸収 され るもので

もな い。 また ブル ガ リア人 の長寿 の因 は,他 に もいろんな環境 因子 も考 え られ る し,乳 酸

菌 をの まな いで も長寿 者 の多 い所 が存在す る。

また メチ ニ コフは老 衰 の過程 にお いて,大 きな役 割 を演 じて い るもの は神経 系統 の活動

障害 だ と考えて いた 。彼の主 張 によ る"オ ル トビオス"す なわ ち正 常生 活を完成 す るため

には大 い に生活 法を改 善 し,す べて は合 理的 な科学 的な思考 によ って リー ドされ なけれ ば

な らな い と説 いた。

オル トビオス と は正 しい生 き方 とい った意味 で,人 類 が も っと知的 に向上 し,も っと良

識豊 か とな り,も っと責任 感が強 くな り,社 会状 態が もっと穏 か にな った上で な くて は,

すべ ての人 の もの にな るわけ にはいか ない。

そ の暁 には人類 は もはや祖先 か ら受 け継 いだ ものだ けに しがみつ いて い る事 に満足で き

な いだ ろう。人 間 はその不調和 か ら解脱 す るた めにい ろい ろと真剣 に工夫 をす るだ ろ う。

動物や 植物 の本質 を改 変 させ たよ うに人問 は 自分 の本 質を 改変 して,よ り調 和的 にな る

よ うに努 め るだ ろ う。 とい うので あ る。

私 が ブルガ リアで しらべた ヨーグル ト,大 きな国営 の もの か ら,村 人 た ちがn家 用 につ
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くって い るのを 含めて,い ずれ も製 法 は同 じで あ った 。

メチ ニ コフの説の よ うに,プ ロス トクワー シャとい う自然醗酵 の方 法 はと らず に,ヴ ァ

レネ ッツ とい う煮 沸 した もの を乳 酸醗酵 させ る方 法 に統一一され て いた。

醗 酵 に用 い る乳 酸酵素 はマーヤ,或 は村人 た ちは種 と呼 んで い る。

牛乳 を いった ん煮 沸 して完全 滅菌 した後,室 温 よ り少 し高 い1.1(40°Cと も,30°Cと も

百って いたが)に な るの をま って マー ヤを加 え,十 数時問 な い し1～2昼 夜 その温度 に保

って つ くる。

感心 す るく らい毎 食 に用 い られ ていて,使 用量 も多 い。

腸 内細菌 と消化 器疾患 の新 しい知見 詳細 につ いて はlfl行本 も 目本 でで てい るので省 略す

る。
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米の生産調整と大中の湖新農村の対応

第1図 大中の 湖干 拓地概 念図

(注)1ド ット部分は増反地

2点 線は集落界

集落には生活 ・営農一ヒの共同利川施設が建設 されているが,行 政,教 育,医 療施設 は周辺

市町の既存施設に依存 している0な お集落地造成 翼1諜と入植者住宅建設に要 した費用は約

9億 円であった。

つ ぎに営農計画については,入 植者の営農類型を水 川酪農経営と し,1戸 当り4haの

農地を配分 して,大 型機械を中核 とした8戸 を単位 とする協業体(営 農 集団)に よる集団
の

栽培方 式 が採川 され た。作 業体 系 は トラク ター,グ レ ン ドリル によ る直播 と機械 移植 の組

raせ で,コ ンバ イ ンによ る刈取,カ ン トリーエ レベ ー ターによ る処理 とす るが,完 全 な大

型機 械化 は入植後3～4年 目か らと し,大 型機 械 によ る米,酪 農,園 芸,ビ ール麦 栽培 な

どの複合経 営を 目 ざす ことに して いる。

この よ うに して誕生 した大 申の湖新農 村 において,入 植者達 は営農面 はも とよ り,住 居
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